
記者発表資料
令和 ２年 ２月１８日

国土交通省 山形河川国道事務所
山 形 県
山 形 市

が、令和２年３月２２日（日）「国道112号 霞城改良」
か じよう

午前６時に４車線で します！全線開通

国土交通省が事業を進めてまいりました、一般国道112号

「霞城改良」について、山形市旅篭町～山形市城北町までの
か じよう や ま が た し は た ご ま ち や ま が た し じよう ほ く ま ち

0.9Kmが令和２年３月２２日（日）に４車線で開通することと

なりましたのでお知らせします。

今回の開通により、霞城改良事業1.3Km全てが４車線化され
か じよう

ます。

また、下記のとおり開通式典を開催します。

１．開通時刻

です。４車線による通行開始は令和2年3月22日(日)6時の予定
※準備が整い安全を確認次第、通行を開始しますので、時刻は変更となる場合があり
ます。ご承知願います。

２．開通式典

１）日 時 令和2年3月22日(日) 10時～

２）場 所 山形市城北町地内(山形市立第七小学校 体育館 別図参照)

３）主 催 山形県、山形市、国土交通省東北地方整備局

４）式典内容 挨拶、来賓祝辞、テープカット、くす玉開披 など

３．その他

お車でお越しの来賓及び報道関係の方は「別紙：会場案内図」をご参照く
ださい。なお、開通式典には一般の方の参加は出来ません。
※報道関係の皆様には、開式前に式典内容等のご説明をさせていただきますので、

します。９時３０分までに式典会場にお集まりいただきますようお願いいた

＜記者発表記者会：山形県政記者クラブ、山形建設業界専門紙＞

【 問 合 せ 先 】

国土交通省 東北地方整備局 山形河川国道事務所

（道路担当）副所長 石 井 真 吾 TEL 023-688-8421(代 （内線205））
いし い しん ご



一般国道112号 霞城改良 位置図
か じ ょ う

霞城改良 延長1.3km

今回開通区間 延長0.9km
平成25年12月開通済み

延長0.4km

出典：地理院地図に道路情報等を追記して掲載

至 酒田

か じ ょ う



47件/4年

《 警察関係者の声 》
• 既に開通している区間については、事故が減少し、安全性が向上しています。
• 今回の開通区間についても同様に、中央分離帯が整備された4車線であることから、事
故件数が減少し、安全性が向上するものと期待されます。

※R2.1ヒアリング調査結果より

昭和橋

４車線化による安全性の向上

H25.12開通
（延長0.4km）

霞城改良 延長１.３㎞
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【部分開通（H25.12）区間の整備効果】

資料：イタルダ事故別データ
（H26-H29）

▼霞城改良（今回開通区間）の交通事故割合

城北
交差点

大手町
交差点

▼死傷事故件数の変化

資料：イタルダ事故別データ（整備前：H21-H24、整備後：H26-H29）
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文翔館西
交差点

旅篭町
交差点

約７割減少！

◆霞城改良事業の今回開通区間で発生する交通事故のうち、約8割が渋滞に起因する追突事故。
◆H25.12の部分開通区間では渋滞が緩和され、死傷事故件数は約7割の減少。
◆また、自転車歩行者道の整備により、自転車対歩行者の事故も低下するなど、自転車・歩行者の安全性も向上。
◆今回の全線開通により、更なる事故の減少、安全性の向上に期待。

今回開通区間
（延長0.9km）

追突
37件
（79％）

右左折
6件

（13％）

人対車両
2件
（4％） その他

2件
（4％）

渋滞に起因する
「追突事故」の割合が
全体の約８割！

▼自転車対歩行者事故件数の変化
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▲国道112号の渋滞状況
（昭和橋から大手町交差点を望む）

４車線化による
渋滞緩和



《 山形市消防本部の声》
• 当該区間は、市立病院済生館や至誠堂総合病院への主要搬送ルートであり、電線
地中化により、地震や台風等による電柱倒壊等のリスクもなくなり、災害時の確実な
救急搬送が可能となります。
《山形市商工観光部の声》
• 道路幅が広くなり、電線地中化も併せてされたことで、「東北六魂祭2014山形」の
パレード区間選定の決め手にもなり、賑わい創出・活性化に繋がりました。

• 「東北絆まつり2020山形」のパレードをはじめとしたイベント等での活用を検討しており
今後更なる賑わい創出等へ繋がると思います。

※R2.1ヒアリング調査結果より 2

減災・景観面に配慮した道路空間の改善・利活用

◆霞城改良事業区間は、山形県の緊急輸送道路に指定されており、災害時の物資輸送など重要な役割をもつ路線。
◆霞城改良と併せて実施する電線類の地中化により、災害時における物資輸送や救急搬送路としての機能を確保。
◆更に、部分開通区間は、「東北六魂祭2014山形」などのイベントにも活用され、地域の賑わい創出にも貢献。

【部分開通（H25.12）区間の整備効果②】

昭和橋

H25.12開通
（延長0.4km）

霞城改良 延長１.３㎞

【東北六魂祭2014山形の経済効果】
・2日間26万人
・経済波及効果２５億円

【部分開通（H25.12）区間の整備効果①】

（R元.12.11）

東北六魂祭2014山形の
パレードで利用

（出典：株式会社フィデア総合研究所レポートより）

倒壊等による被災イメージ

・まつりの運行面を支援

・まつりの迫力・観やすさ
の演出を支援

観光支援

2014東北六魂祭

都市景観等の向上

・地震災害時、幹線道路としての機能確保
・山形市街地の玄関口としてふさわしい都市景観を実現

②

東北六魂祭2014山形
パレードコース
（約1,100m）

霞城改良（200m）が
パレードスタート地点

として利用

H25.12開通
（0.4km）

今回開通区間
（延長0.9km）
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山形花笠まつり

新庄まつり

赤川花火大会

米沢上杉まつり

植木市

霞城観桜会

酒田まつり

日本一さくらんぼ祭り

上杉雪灯篭まつり

酒田港まつり

酒田花火ショー

（千人）

出典：各年山形県観光者数調査

山形美術館

最上義光歴史館
文翔館112

七日町御殿堰

霞城公園

日本一の芋煮会
フェスティバル

Ｈ25.12
開通

（延長0.4km）

今回
開通区間

霞城改良
（延長1.3km）

山形中央ＩＣ

112

1３

至 米沢

山形駅

地域の観光振興を支援

◆山形中央ICと中心市街地を結ぶ国道112号は、山形市内主要観光地へのアクセスルートとして重要な位置付け。
◆今回の全線開通により、史跡や、祭り・イベント会場へのアクセスが容易になり、地域の更なる観光振興を支援。

3

《 観光協会の声》
• 当該区間周辺には、観光施設が点在しているため、施設
間を周る際に、重要な道路となります。

• 桜祭り開催時などには霞城公園近くで渋滞も発生している
ため、開通によりイベント開催時の混雑緩和や、賑わい創
出が期待されます。 ※R2.1ヒアリング調査結果より

● 主なイベント
● 主な観光施設
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▼山形市観光入込客数（Ｈ18～Ｈ30）

▼主な祭り・イベント入込数（延数）

出典：H30山形県観光者数調査

山形市観光入込客数
は年々増加

県内イベントでも
最大の観光入込客数

霞城改良
周辺における
開催イベント山形まるごと館紅の蔵

至 酒田

山形まなび館348

（延長0.9km）



別 紙：会場案内図

出典：地理院地図に式典会場の情報等を追記して掲載

開通式典会場（山形市立第七小学校 体育館）
一
方
通
行


